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03はじめに

はじめに

パッケージ内容

パッケージに、以下のものが入ってることをご確認ください。

3.5mm ステレオ 
オーディオケーブル

RCA端子 
オーディオ
ケーブル

クイックガイド
（本書）

GS333本体（サウンドバー）

電源 
アダプター

本体各部の名称：①　操作ボタン

1
電源 / 

Bluetoothペアリングボタン
4

ー（音量） / 

PREVIOUS（前の曲）ボタン

2
入力切換 / 

サブウーファーペアリングボタン
5

入力端子

（→０４ページ）

3
＋（音量） /

NEXT（次の曲）ボタン
6 内蔵サブウーファー

3421

5 6

オーディオ変換 
ケーブル 

（RCA ⇔ 3.5mm）

専用 
リモコン



04 接続方式

本体各部の名称：②　入力端子

1 3.5mm AUX（LINE）音声入力端子 4 USB端子（※１）

2 RCA LR（AUX）音声入力端子 5 DC入力端子（電源入力）

3 光デジタル（OPT）入力端子

※1　USBストレージ（USBメモリなど）の音楽ファイルを再生できます。

     詳細は”USBストレージの音楽を聞く”（→０８ページ）を参照してください。

3 4 521

3 4 521

接続方式

注意!!：GS333（本製品）や接続機器を破損する恐れがあるため、接続する前

に、接続機器の音量を下げる、もしくはGS333の電源がオフになっていること

を必ず確認してください。

ゲーム機・オーディオデバイス・TVとの接続（例）

1 2 3

4
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状態ランプの動作と色の状態

状態ランプの表示 状態

赤の点灯 電源オフ

緑の点灯 ライン（LINE）モード

白の点 RCA LR（AUX）モード

黄の点灯 光デジタル（OPT）モード

青緑（シアン）の点灯 USBモード

青の点滅
（Bluetoothモード） 
ペアリングモード -  

ペアリング中

青の点灯
（Bluetoothモード）

Bluetooth機器接続済み

操作方法

基本操作

1.	GS333（本製品）本体もしくは専用リモコンの「電源ボタン」を押して、
GS333の電源をオンにします。

2.	入力ソースを選択します。GS333本体の「入力切換ボタン」（もしくは 
専用リモコンの「SOURCEボタン」）を繰り返し押して入力を切り替え 
ます。※ソースの選択に応じて、GS333の本体前面部にある状態ランプ 
が右表のように点灯します。

3.	選択されている入力ソースに接続されている機器の音声が、GS333から 
出力されます。
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コントロールパネル（GS333本体の右側）

1

電源/Bluetoothペアリングボタン
-１回押し：電源のオン/オフ 
-３秒長押し：Bluetoothペアリン
グモードに入る（※Bluetoothモー
ドのみ有効）

3

＋（音量）/NEXT（次の曲）ボタン
-１回押し：音量を上げる 
-２回押し：次の曲に進む（※Bluetooth
モード＆USBモードのみ有効）

2

入力切換/ 
サブウーファーペアリングボタン

-１回押し：入力ソースを切り替える
-３秒長押し：GS335（サブウーフ
ァー - 別売）とペアリングする

4

ー（音量）/PREVIOUS（前の曲）ボタン
-１回押し：音量を下げる 
-２回押し：曲の最初に戻る or  前の曲
に戻る（※Bluetoothモード＆USBモード
のみ有効

専用リモコン

3 421

3

4

2

1

5

6

9

8

7

10

11

1 電源のオン/オフ

2

PREVIOUS/NEXT（※1&2）

-１回押し：曲の最初に戻る or 前の曲に戻る/次
の曲に進む 
-長押し：早戻し/早送り（※USBモードのみ有効）

3

再生/一時停止（※1&2）、Bluetoothペアリン
グ（※1）
-１回押し：音楽を再生する／一時停止する 
-３秒長押し：Bluetooth機器をペアリングする

4

入力ソース/サブウーファーペアリング
-１回押し：入力ソースを切り替える 
-３秒長押し：GS335（サブウーファー - 別
売）をペアリングする

5 サウンドモード：①　映画モード

6 低域のレベルを下げる

7 消音/消音解除

8 音量を上げる/下げる

9 サウンドモード：②　ゲームモード

10 サウンドモード：③　音楽モード

11 低域のレベルを上げる

※1 Bluetoothモードを使用する場合  ※2 USBモードを使用する場合



07操作方法

Bluetooth機器とペアリング（はじめての機器登録）

はじめてペアリングするときの手順：

1.	電源ボタンを押して、GS333の電源をオンにします。

2.	入力ソースを選択します。GS333本体の「入力切換ボタン」（もしくは専

用リモコンの「SOURCEボタン」）を繰り返し押し、「Bluetoothモード」

に切り替えたら、GS333の本体前面部にある状態ランプが青く点滅してい

ます。

3.	Bluetooth機器（モバイル機器など）側のBluetooth設定画面でBluetooth

機能をオンにし、機種検索をして、「GS333」を選択します。

4.	状態ランプが点滅から点灯に変わったことを確認します。GS333の状態 

ランプが青く点灯したら、GS333とBluetooth機器が接続された状態 

になります。

※本製品で一度に再生できる機器は、１台だけです。

※２台目以降のBluetooth機器をペアリングする方法： 
  GS333本体の「電源/Bluetoothペアリングボタン」（もしくは専用リモコンの「PAIR
  ボタン」）を約３秒間押し、ペアリングモードにした後、他のBluetooth機器をベア  
  リングしてください。

※接続が完了しなかった場合、Bluetooth機器側で「GS333」を選択してください。

※接続ができない場合は、Bluetooth機器側で、「GS333」とのペアリングを解除して 
  から、もう一度GS333とのペアリングを試してください。

※GS333の電源を切断した際にBluetoothモードだった場合は、電源を入れると、GS333 
  は自動的に前回接続していたBluetooth機器に接続しようとします。Bluetooth機器
  のBluetooth機能がオンになっていれば、自動的に接続が開始されます。

※GS333が他のソースモード（例：ラインモード）からBluetoothモードに切り換える 
  と、GS333は自動的に前回接続していたBluetooth機器に接続しようとします。

※GS333と接続するBluetooth機器や通信環境、周囲の状況によっては、雑音が入った 
  り、音が途切れたりすることがございます。
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USBストレージの音楽を聞く

USBストレージの音楽ファイルを再生できます。 
（※再生できる音声ファイルのフォーマット：MP3、WMA、WAV）

1.	電源ボタンを押して、GS333の電源をオンにします。

2.	入力ソースを選択します。GS333本体の「入力切換ボタン」（もしくは 
専用リモコンの「SOURCE」ボタン）を繰り返し押し、「USBモード」に 
切り替えたら、GS333の本体前面部にある状態ランプが青緑（シアン） 
の点灯の状態になっています。

3.	ご使用のUSBストレージをGS333本体のUSB端子に接続します。

4.	数秒後、自動的に再生され、GS333から音声が出力されます。

ご注意：

※USBストレージはFAT32のみ対応です（NTFS、HFSはGS333で再生することができません）。

※USBメモリを使用することをお勧めします。

※USBハブを使用したUSBストレージへの接続には対応しておりません。

※再生中はUSBストレージを取りはずさないでください。USBストレージを本機に繋いだ 
  り取り外したりする際は、データの破損やUSBストレージの故障を避けるため、必ず 
  再生を停止する、もしくは他のソースモード（例：Bluetoothモード）に切り替える 
  か、本機の電源をオフにしてください。

※対応ファイルフォーマットであっても、圧縮状況、録音状態、ファイル名などに 
  よって再生できない場合があります。

※ファイルによっては早送り / 早戻し再生ができない場合があります。 

※自動暗号化機能搭載や省電力モード搭載のUSBストレージに対応しておりません。

※USBストレージの種類によっては、本機で再生できない場合があります。もしご使用 
  のUSBストレージは対応できない場合は、別のUSBストレージをご利用ください（USB 
  メモリを使用することをお勧めします）。

※本機で利用したことによる、USBストレージに記録されたデータの消失・破損に関し 
  て、当社は一切その責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。



09仕様

仕様

電源アダプター

モデル：HB40-1802007SPA
メーカー：SHEN ZHEN CITY HONG BEN ELECTRONIC CO., LTD 
入力電源：100–240V, 50/60Hz, 0.8A
出力電源：18V, 2A

電源 DC 18V, 2A

待機時消費電力 ＜ 0.5W

定格出力（Power Rating） 2 x 12W + 36W

使用電池（リモコン） 3V CR2032  

使用温度 / 湿度範囲 10-35℃ / 40-85%（相対湿度）

Bluetooth - バージョン
- 接続/通信距離
- 周波数範囲（Frequency Range）
- パワートランスミッション（Transmission Power）

Bluetooth Ver 4.0
最大10m（※1）
2402-2480MHz
< 1.6mW

5.1 GHz デジタルワイヤレスオーディオ - 接続範囲（Range）
- 周波数範囲（Frequency Range）
- パワートランスミッション（Transmission Power）

最大8m
5137-5214MHz
< 10mW

屋内使用専用（For Indoor Use Only）

※1 実際の通信範囲は通信環境（例：機器間の障害物、他の機器の電磁波、静電気、コードレスフォン、受信感度など）、Bluetooth機器のアプリなどの影響により異なります。 
※2 仕様および外観は製品改良のため、予告なく変更されることがあります。



10 困ったときは

困ったときは

GS333に問題が生じた場合は、下記の点をご確認ください。

電源が入らない：

‧‧ GS333の電源アダプターのプラグは、家庭用電源コンセントに正しく 
接続されているか、ご確認ください。 

‧‧ GS333の電源アダプターのプラグをコンセントから抜いて電源を切り、 
数分後に再び電源を入れてください。 

‧‧他のコンセントに接続してください。

GS333から接続機器の音声が出ない：（ライン/RCA 
LR/光デジタルモードを使用する場合）

‧‧ GS333と他機器をつないでいるケーブルの端子が、奥までしっかりと 
差し込まれていることをご確認ください。 

‧‧ GS333の音量を上げる、または消音状態を解除してください。（※消音状態
では、GS333の本体前面部にある状態ランプが点滅しています。）

‧‧接続機器側の音量を上げる、または消音状態を解除してください。

‧‧正しい入力ソースを選んでいるか、ご確認ください。GS333の状態ランプの
色と状態を確認します（→05ページをご参照）。また、GS333本体の「入力
切換ボタン」（もしくは専用リモコンの「SOURCEボタン」）を繰り返し押し
て入力を切り換えてください（→06ページをご参照)。

‧‧別の接続機器をお試しください。

USBストレージが認識されない：

‧‧「USBモード」を選んでいるかをご確認ください。

‧‧ USBストレージがGS333本体のUSB端子にしっかり繋がれているか確認してく
ださい。

‧‧ USBストレージを抜いて、再度接続してください。（GS333の電源を切る → 
USB機器を抜いて、再度接続する → 本機の電源を入る。）

‧‧ USBストレージが破損していないか確認してください。

‧‧他のUSBストレージを使ってみてください。

‧‧ USBストレージのフォーマットがFAT32であるかどうか確認してください。

‧‧ USBハブを使わないでください。GS333本機に直接つないでください。

‧‧詳しくは08ページをご参照ください。
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Bluetooth機器接続/ペアリングができない、音声が
出ない

‧‧ GS333の状態ランプが青の点灯していることを確認してください。

‧‧ GS333の音量を上げる、または消音状態を解除してください。（※消音状態
では、GS333の本体前面部にある状態ランプが点滅しています。）

‧‧ Bluetooth機器側の音量を上げる、または消音状態を解除してください。

‧‧ GS333とBluetooth機器をできるだけ近づけてください。

‧‧ GS333とBluetooth機器との間に障害物があれば、障害物を避けてください。

‧‧無線LAN/2.4 GHz無線機器や他のBluetooth音響機器、電子レンジなどの 
機器をGS333から離して使ってください。 

‧‧接続のBluetooth機器の電源が入っているか、Bluetooth機能が有効になっ
ているか確認してください。

‧‧ 接続が完了しなかった場合、Bluetooth機器側で、「GS333」を選んでください。

‧‧ GS333とBluetooth機器の登録を一度解除し、再度GS333とペアリングしてく
ださい。

‧‧ Bluetooth機器側でペアリング情報が消えている場合は、もう一度ペアリン
グ操作を行ってください。

‧‧詳しくは07ページをご参照ください。

本機のリモコンが機能しない

‧‧ GS333の方向にリモコンを向けて操作します。

‧‧リモコンと本体の間に障害物があれば、取り除いてください。

‧‧電波を使う他の機器（無線LAN機器など）からの電波の干渉を避けるため、
リモコンとGS333本体を他の機器からできるだけ離してください。

‧‧電池が古い場合は、新しい電池に交換してください。交換方法は以下です：

1.	リモコン本体底面の固定ネジを取り外して、カバーを取り外します。 
	 古い電池を取り出します。

2.	出荷時に動作確認用ボタン電池（3V CR2032）が1枚セットされています  
  ので、新しい電池と交換してください。新しい電池のプラス記号（＋）  
  が上を向いていることを確認してください。 
（※ボタン電池[3V CR2032]は、お近くのコンビニ・家電量販店など 
  でお買い求めください。期限の切れた電池は使用しないでください）。

3.	カバーを元に戻し、ネジを締めます。
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使用上のご注意

顧客プライバシー保護

‧‧ AVerMedia Technologies はお客様との取引やサービスを提供するために 
お客様の個人情報を収集し、その範囲内で収集した個人情報を利用します。
また、収集したお客様の個人情報は、お客様の承諾を得ない第三者には提供
・開示しません。

‧‧製造元：AVerMedia Technologies, Inc.  
公式サイト：http://www.avermedia.co.jp

安全のために、必ずお読みください

警告：この警告を無視して誤った取り扱いをすると、人体に多大な損傷 
を負う可能性が想定される内容を示しています。
（注意：取り付け・接続の際は、以下を厳守してください。 
  感電・火災・発煙・けがの原因となります。）

‧‧ 本製品の使用にあたり、この説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

‧‧本製品の修理・分解・改造をしないでください。

‧‧添付品または指定品をご使用ください。

‧‧接続作業の前に、本製品や本製品を接続する機器の電源を切り、 
電源プラグをコンセントから抜いてください。

‧‧ 本製品を移動させる時、長期間使わない時は、電源プラグを抜いてください。

‧‧付属の電源アダプターは本機専用です。他の機器ではご使用になれません。

‧‧電源アダプター / 電源コードを傷つけないでください。

‧‧電源コードを束ねた状態で使用しないでください。

‧‧リモコンの電池がなくなったとき、リモコンを長期間使用しないときは、 
電池を取り出してください。

‧‧本製品に他の家電製品を近づけて使用した場合、本機および他の機器を破損
する恐れがあります。
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‧‧本製品を使用中に他の機器に電波障害などが発生した場合は、ワイヤレス 
機能を使用しないでください。

‧‧医療用電気機器の近くではワイヤレス機能を使用しないでください。

‧‧不安定な場所や振動する場所には設置しないでください。安定した場所 
に置いてください。

‧‧定められた使用温度/湿度範囲を超える環境下で、本製品を使用しないで 
ください。

‧‧火気や熱源などの近くで使用しないでください。

‧‧湿度が高い場所、油煙や湯気の多い場所、直射日光や雨の当たる場所には 
置かないでください。

‧‧雷が鳴りだしたら、本製品、電源アダプターや電源プラグに触れないで 
ください。

‧‧発煙、異臭、異音があった場合、すぐに使用を中止してください。

‧‧開口部にもの（異物と液体）を入れないでください。火災、感電、故障 
の原因になります。

‧‧本製品をぬらしたり、ぬれた手で扱わないでください。

‧‧本製品や付属品はお子供様が手を触れないようにしてください。

‧‧電池はお子供様の手の届かないところに保管してください。万一飲み込んだ
場合には、大至急医療機関にご相談ください。

‧‧聴覚の損害を避けるため、耳を刺激するような大音量で長時間使用しないで
ください。

‧‧本機の調子がおかしいとき、修理に出す前に「困ったときは」の内容を参考
にして、故障かどうかを、もう一度ご確認ください。

音を楽しむエチケット

‧‧ 楽しいゲームや映画や音楽も、時間と場所によっては大変気になるものです。

‧‧特に、夜間などは小さな音量でも周囲にはよく通り、特に低音は床や壁など
を伝わりやすいので、近隣への配慮を十分したうえでご使用ください。

‧‧適当な音量を心がけ、窓を閉めるなど防音対策をおこなってから使用しま 
しょう。 

‧‧お互いに心を配り、快い生活環境を守りましょう。
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修理について

‧‧ 保証期間中（ご購入日から 1 年間）の自然故障は無償修理の対象となります。 

‧‧自然故障以外、または保証期間外の有償修理をご希望の場合、先に修理金額
をお知らせします。そのうえで、修理をお受けになるかご検討ください。 
修理依頼いただかない場合の返送料金はお客様負担とさせていただきます。

‧‧本製品の使用によって生じるあらゆる直接的・間接的損害に関して、
AVerMedia Technologies, Inc. は一切の責任を負いません。

‧‧サポート対応は日本国内のみです。

‧‧「AVerMedia」は AVerMedia Technologies, Inc. の商標（または登録商
標）です。その他、記載されている全ての商標は各社の商標もしくは登録商
標です。

‧‧仕様および外観は製品改良のため、予告なく変更されることがあります。

‧‧製造地：中国（アクセサリーを除く）

お問い合わせ

‧‧ご購入前の製品に対するお問い合わせ、その他のご質問、 
ご購入後の製品の修理と技術的なお問い合わせ：

 
アバーメディアサポートセンター：AVT.Japan@avermedia.com 
※受付時間：9：00 〜 17：00　月〜金曜日（祝祭日を除く）



機種型番�： GS333

保証期間�： お買い上げ日より 1 年間

お客様　お名前 お買い上げ日：  年　 月 　日

販売店押印欄

ご住所

TEL

‧‧保証を受けるためには、レシートなどのご購入履歴のわかるものをご購入さ

れた正規販売店にご提示いただく必要があります。レシートなどのご購入履

歴のわかるものを大切に保管していただきますようお願いいたします。 

‧‧詳しくは AVerMedia 公式サイトの【サポート】→【修理・お問い合わせ】
（http://www.avermedia.co.jp/maintenance/index.html）をご参照ください。

ご注意：

この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか工場の製造ライン等 

で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）及び特定小電力無線局（免許 

を要しない無線局）並びにアマチュア無線局（免許を要する無線局）が運用されています。

1.この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局並びに 

  アマチュア無線局が運用されていないことを確認して下さい。 

2.万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生した場合 

  には、速やかに使用周波数を変更するか又は電波の発射を停止した上、下記連絡先にご連絡頂き、 

  混信回避のための処置等（例えば、パーティションの設置など）についてご相談して下さい。 

3.その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線局あるいはアマチュア無線局に対して有害 

  な電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのことが起きたときは、次の連絡先へお問い合 

  わせ下さい。

連絡先：アバーメディア・テクノロジーズ株式会社

SonicBlast GS333
Product Name: Speaker

Model: GS333
Made in China
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